
国立精神・神経センターの将来構想について   

標記につきましては、「国立精神・神経センター将来構想策定調査委員会」において、  

去る6月30日に別紙のとおり提言が取り纏められたところです。   

同報告を受け、当省において検討した結果、国立精神・神経センターの充実及び国府  

台病院の取り抜いに関して、以下のとおり決定いたしました。  

1．国立精神・神経センターの充実   

我が国の精神 

たすべき機能を十分に発揮し、名実ともに「ナショナルセンター」として、国民の期  

待に応えるため、現在、武蔵地区と国府台地区に分かれている病院機能を武蔵地区に  

集約・再整備することとし、充実強化を図ることとする。   

集約・再整備を行う時期は平成19年5月を目途とする。  

2．国府台病院の取り抜い   

国府台病院が国府台地区で地域の総合病院として担っている役割を踏まえ、公的医  

療機関の開設者等に経営移譲することとする。   

なお、後医療機関に求める医療内容に関しては、関係機関から意見を聞くこととし、   

さらに、後医療機関は公募により選定を行うこととする。   
















